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各間毎の配点はかぎ括弧内に記されています。

エ。1.[35]以下の間にそれぞれ簡潔に3行以内で答えなさい。

(a) 時系列データを用いた線形回帰モデルyt= α+ βXt+ 晦 において、)ILtの系列相関(serial
correlation)を無視して分析を行った場合に通常のt一検定に与える影響を述べよ。[5]

(b) 季節性 (seasonality)を例を挙げながら説明せよ。同

(c)共分散定常性(covariancestationarity)の定義を述べよ。同 また何故共分散定常性という概念
が重要であるかを述べよ。同

(d) 有限分布ラグ(丘nitedistributedlag)モデル腕 = α+ δoxt+ δ1vt＿1+...+ ・δqxt＿q+ut におい
てimpact propensityを求め、その解釈を述べよ。[5]またlong-runpropensityを求め、その解
釈を述べよ。同

(e)ARCH モデルの利点を述べよ。回

ユe2.[25ri2期間パネルデータを用いてN人の労働者に関する次のような賃金関数を分析したいとする。
log(ωαgeit)= θ1+e2d2 ¢十一y・zit+δifem αlei+ δ2d2,・fem αgei+cを十zeit・

ここでωαgeitは毒期における個人乞の賃金、d2tは第2 期のダミー変数 (つまりd2t=1if t=
2,d2t = O otherwise)、femαleiは個人享が女性のとき1、男性のとき0の値をとる変数。いま
E(ILitlfemαtei,Zit,Ci)=0,t=1,2 を仮定する・

(a)勘 としてどのような変数が考えられるかの候補を二つ以上述ぺよ・同

(b)θ2,δ2がどのような意味をもつか説明せよ・同

(d)上のモデルを推定する場合、fixedeffectestimatorとrandomeffectestimatorのどちらがふさ
わしいかを述べよ。同またその推定方法を具体的に述べよ・回

(e)(d)においてふさわしくないと考えられる方法を用いた場合どのような影響があるかを述べよ・

3[15riフィリップス曲線の分析を考える。
K6

(a)毒期のインフレ率 (inft)と失業率(unemt)に関するstaticなフィリップス曲線・inft=α+
βnnemt+zetの分析においてu毛の系列相関(serialcorrelation)の存在が疑われる・このときど
のような検定を行えばよいか述べよ。同ここで提案された検定において系列相関があるとの結
論が導かれたときstaticなフィリップス曲線を推定するための方法を述べよ。回

(b)期待を考慮に入れた(expectationaugmented)フィリップス曲線として△inft・ct*+β*ILnemt+
uZ(ここで△inft=inft-inft＿1)というモデルを考える。このモデルにおいて(a)で提案さ誓
た検定を行うと系列相関はないとの結論が導かれた。この結果に基づいてstaticなフィリッフ
ス曲線において系列相関があると判断された理由を議論せよ。同

4.[25]貨幣需要関数の分析を考える。いま分析に用いる変数は実質マネーサプライ(MP とかく)と実
質GDP(Y とかく)の二つの変数(それぞれ対数をとったもの) とする。このとき以下の間に答えよ・
その際、分析に用いる式、推定方法や検定方法など具体的に述べよ。

(a)[5]分析に用いる二つの変数はともにトレンドをもち・1(1)であることが疑われる・1(1)である
かどうかを検定するための手順を述べよ。

(b)[10ri(a)の手順で検定を行い実質マネーサプライのみ1(1)であるという帰無仮説が棄却された
場合、どのように分析を進めればよいかを述べよ。

(c)[10](a)の手順で検定を行い両方の変数ともに1(1)であるという帰無仮説が棄却されない場合・
どのように分析を進めればよいかを述べよ。


